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４ まとめ 

地下水調査結果より、六価クロムは11件の井戸で検出

し、そのうち環境基準を超過したのは10件であった。

特にNo95、No133～135の六価クロム濃度が高く、その地

点から東方向に向かって六価クロム検出井戸が分布して

いる。 

トリリニアダイアグラムの結果から、六価クロム検出

井戸は浅層地下水と言われるアルカリ土類炭酸塩型領域

（Ⅱ領域）のみに分布し、アルカリ炭酸塩型領域(Ⅲ領域)

にはないことから、六価クロムは深層地下水には達して

いないと考えられる｡しかし六価クロム非検出井戸もⅡ

領域に分布しており、トリリニアダイアグラムだけでは、

検出井戸と非検出井戸との間に明確な性状の違いはなか

った。 

各イオン項目間の相関については、六価クロム検出井

戸において、ナトリウムイオンとブロムイオンの相関が

高くなっている。六価クロム検出井戸は、浅層地下水に

分布していることから、浅層地下水のいくつかの流れの

中でも、特にナトリウムイオンとブロムイオン比の相関

の高い流れに沿って、六価クロムが拡散していることが

推測される。 

これらのさらなる解明のためには、井戸深度や地下水、

地層の状態等の詳細な調査が必要である。 
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